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環境配慮に関する取組状況の公開

市民による環境情報の発信
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物発生抑制
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市有施設における水道水の使用量削減

再生紙の使用量削減

内容 単位 除外施設 備考４年度 ６年度

千kg-CO2換算
（kℓ：原油換算）

環
境
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営

各部署での取組状況の点検

Ｆ－ｅ全体に関わる方針や取組内容の内部共有

　　　別紙参照
・第５次福生市地球温暖化対策実
行計画（第４～５章）

【参考取組】
・環境負荷調査
・会議録の情報発信
・庁内通知

　　　別紙参照
・令和５年度F-e目標監査報告書
・令和６年度F-e運用推進に係る
環境推進委員（トップ）の方針

袋

市営プール
小中学校プール

小中学校

小中学校

小中学校

【目標】
◎各部署・施設において、業務と紐づいたエネルギー
使用状況を常に意識し、環境配慮行動の改善や変更と
いった動きに繋げる。
◎施設に着目した効果的・効率的なエネルギー使用量
（環境負荷）低減を図る。

【具体的方針】
方針１：令和３年度に行ったＦ－ｅ運用に係る改善・
変更に基づく以下の取組により、ＰＤＣＡサイクルの
適切な運用に向けた改善を進める。
　・推進委員の方針策定と周知
　・「目標値」・「想定値」の解釈と活用方法の理解
促進
　・「環境監査」・「優良取組選定」の実施方法を含
めた再整理
方針２：重点管理部署・施設をはじめとした市有施設
において、以下の取組により環境負荷削減を継続・進
展させる。
　・温室効果ガス排出量の把握と分析
　・施設ごとの目標値と実績の乖離状況の注視及びそ
の要因の検討
　・設備保守事業者等とのエネルギー使用量削減に向
けた運用方法の変更等に関する協議（情報交換）
　・設備保守事業者等との情報交換により得られた知
見の展開

　　　別紙参照
・令和５年度F-e目標監査報告書
・令和６年度F-e運用推進に係る
環境推進委員（トップ）の方針

【参考取組】
・広報、HP
・「福生市の環境」
・かんきょう通信

【目標】
　市民の環境への関心を高めると共に、各部署・施設
から市民との更なる協働を働きかける。

【具体的方針】
方針１：環境協働に関わる事業の位置づけや実施状況
の把握の方法等について、環境基本計画等の改定に合
わせて再検討する。
方針２：市は環境対策において市民を牽引する立場と
して、環境負荷低減の観点からwebの活用等を積極的
に進める。
方針３：市民への環境に関する情報発信を強化して、
市が行う事業に対する市民の関心を高める。

【目標】
・各部署・施設において、業務と紐づいたエネルギー
使用状況を常に意識し、環境配慮行動の改善や変更と
いった動きに繋げる。
・施設に着目した効果的・効率的なエネルギー使用量
（環境負荷）低減を図る。

【具体的方針】
方針１：令和３年度に行ったＦ－ｅ運用に係る改善・
変更に基づく以下の取組により、ＰＤＣＡサイクルの
適切な運用に向けた改善を進める。
　　　・推進委員の方針策定と周知
　　　・「目標値」・「想定値」の解釈と活用方法の
理解促進
　　　・「環境監査」・「優良取組選定」の再整理
方針２：重点管理部署・施設をはじめとした市有施設
において、以下の取組により環境負荷削減を継続・進
展させる。
　　　・温室効果ガス排出量の把握と分析
　　　・設備保守事業者等とのエネルギー使用量削減
に向けた運用方法の変更等に関する協議（情報交換）

【目標】
　市民の環境への関心を高めると共に、各部署・施設
から市民との更なる協働を働きかける。

【具体的方針】
方針１：環境協働事業について、環境協働の対象とし
て適当か否かを改めて再点検し、事業ごとに適切な対
応（部署間連携による市民への情報発信や、対象から
の除外等）を検討する。
方針２：市は環境対策において市民を牽引する立場と
して、コロナ禍における安全管理の観点や環境負荷低
減の観点からwebの活用等を積極的に進める。
方針３：市民への環境に関する情報発信を強化して、
市が行う事業に対する市民の関心を高める。

【目標】
◎２０５０年の脱炭素を目指す水準で取組の加
速化を図らなければならないことを意識し、環
境配慮行動の改善に繋げる。
◎各部署・施設において、エネルギー使用状況
の把握に努め、施設改修や、エコチューニング
等の運用改善による効果的・効率的なエネル
ギー使用量（環境負荷）低減を図る。

【具体的方針１】
　第5次福生市地球温暖化対策実行計画（以下
第5次計画）について、以下のポイントを中心
に庁内での理解を深める。
・2050年脱炭素に向けた気候変動対策の必要
性
・第5次計画の基本方針（4つのポイント）
・計画改定に伴うF-e運用に係る改善・変更の
周知と理解促進

【具体的方針２】
　重点管理部署・施設をはじめとした市有施設
において、以下の取組により環境負荷削減を継
続・進展させる。
・温室効果ガス排出量の把握及び、目標値と実
績の乖離状況の注視及びその要因の検討
・エコチューニング等の実施手法例の理解
・設備保守事業者等との設備における効率の良
い運用方法に関する協議（情報交換）と、得ら
れた知見の展開
【目標】
◎エコシティふっさへの機運醸成にむけて、環
境に関する取組の発信、協力連携による発展に
努める。

具体的方針１ 各部局・施設から様々な形でエ
コシティふっさの形成につながる情報発信を行
う。

具体的方針２ 各部局・施設における環境取り
組みを、市民・事業者または他部局・他施設と
連携することにより発展させる。（それぞれ、
対象や方法、内容は部局・施設の特性に応じて
工夫する）


